
令和６年３月発行 徳島北農業協同組合
(代)６８３－５６７８

春なお浅く、朝夕の冷え込みもまだきびしい昨今ですが、お元気でお過ご
しでしょうか。
木々が芽吹き始め、万物が躍動を始める季節ですが、花冷えの頃は体調を

崩しやすいものです。どうぞご自愛ください。

【３月の行事予定】

○１１日（月） ハウスすだち初売り
○１２日（火） 鳴門市人農地プラン座談会（本店・板東管内）（本店）
○１２日（火）～１３日（水） 籾だね配布（本店管内）
○１３日（水） らっきょう主要産地情報交換会 （大毛経済センター）
○１４日（木） 鳴門市人農地プラン座談会（鳴門管内）（うずしお支店）
○１５日（金） らっきょ役員会 ⾧切・根付生産者会（大毛経済センター）
○１８日（月）～１９日（火） 籾だね配布（板東管内）
○１９日（火） 水稲肥料農薬集中配送 （大毛経済センター）
○下旬 梨開葯受付

【かわら版 発行終了のお知らせ】

令和６年４月１日県下９ＪＡが合併し、新農協：徳島県農協が発足いたします。
毎月皆様にお届けしていました「ＪＡ徳島北かわら版」は今月号をもちまして発行
を終了いたします。
徳島県農協の広報誌は令和６年５月より２ヶ月毎に皆様にお届けします。
なお、５月の新広報誌をお届けするまでの間、営農情報につきましては、各経済セ
ンターのカウンターに備え付けますので、ご活用下さい。

【JA共済 地域・農業活性化助成 取組のお知らせ】

令和６年２月にＪＡ共済 地域・農業活性化助成金を活用し、本店経済倉
庫にフォークリフトを導入しました。
同時に木製パレットも配置しました。
生産農家の方に有効利用頂く事により、出荷作業負荷を軽減し、作業効率

生産性の向上に繋げ、生産拡大や農家所得増大に向けて支援します。

ＪＡ徳島北かわら版 ３月号
【金融部からのお知らせ】

このたび、徳島県内の９ＪＡ（ＪＡ名西郡、ＪＡアグリあなん、ＪＡかいふ、ＪＡ
板野郡、ＪＡ徳島北、ＪＡあわ市、ＪＡ麻植郡、ＪＡ美馬、ＪＡ阿波みよし）は、令
和６年４月１日をもって合併し、「ＪＡ徳島県（徳島県農業協同組合）」として新たに
スタートいたします。
つきましては、当ＪＡとのお取引について、組合員・利用者の皆さまにご留意いた

だきたい事項を徳島北農協のホームページに掲載していますので、ご確認下さい。

※ ＡＴＭは合併対応のため3月30日(土)、3月31日(日)営業を休止いたします。
※ 令和６年４月１日以降徳島北農協の金融店舗は以下のとおりとなります。

現行 合併後：徳島県農業協同組合

農協名 金融機関 店舗 店舗名 農協名 金融機関 店舗 店舗名
コード コード コード コード

徳島北 8257 001 本店 徳島県 8252 130 鳴門支店

020 うずしお支店 131 うずしお支店

【経済部よりお知らせ】

板東直売所 臨時休業のお知らせ
３月３０日(土)、３１日(日)の２日間徳島県農協への合併の準備のため
板東直売所を臨時休業いたします。ご理解の上、ご了承下さい。

【水稲育苗（稚苗）】

１ 床土の準備
粒状培土の場合は１０a当たり４袋準備する。（育苗肥料は不要）
１０a当たり２０～２２箱。

２ 種子の準備
種子量は１０a当たり４ｋｇ程度準備。
塩水選（水１８リットルに食塩３ｋｇ）

３ 種子消毒
テクリードCフロアブル２００倍液にスミチオン乳剤１０００倍になるように

加え２４時間浸漬する。（廃液は適正に処理する）
育苗箱はオーソサイド８００倍液に瞬時に浸漬し、水切り乾燥する。

４ 催芽・播種
浸漬は５～６日行い、鳩胸状に均一に催芽する。（積算温度１００度）
播種は薄まきとし、太苗とするため１箱当たり催芽籾１６０～１８０ｇを均等
にまく。覆土は籾が隠れる程度にする。灌水はたっぷり行う。

☆☆☆ 裏面もご覧下さい ☆☆☆



【金融部からのお知らせ】
農業者年金に加入して安心で豊かな老後を！

【３月の営農情報】
作物名 防除時期 作 業 項 目 使 用 薬 剤 名

露 地 ３月 整枝・剪定 かいよう病被害枝及び枯枝を除去し園外に排出する。
スダチ

かいよう病 ICボルドー（６６D）50倍散布

ミカンハダニ ハーベストオイル（９７％）80倍液散布
◎ICﾎﾞﾙﾄﾞｰとﾊｰﾍﾞｽﾄｵｲﾙは１４日以上あけて散布する

ハウス ３月 アザミウマ類 ディアナWDG 5000倍 ７日前/２回以内
スダチ

ミカンハダニ バロックフロアブル 3000倍 １４日前 / ２回以内
又は
ダニエモンフロアブル 4000倍 ７日前 / １回

梨 下旬 黒星病 トレノックスフロアブル500倍 ３０日前 / ５回以内
シンクイムシ類 サイアノックス水和剤 1000倍 ４５日前 / ３回以内
ハマキムシ類
ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ （黒星病多発園では上旬にﾎｰﾏｲｺｰﾄ 50倍液 休眠期１回

散布）

八 朔 中旬 越冬病害虫 ハーベストオイル（９７％）80倍
ﾔﾉﾈｶｲｶﾞﾗﾑｼ ◎１２月に散布していない園

桃 上旬 せん孔細菌病 コサイド3000 1000倍 （発芽前まで）
（発芽前）

中旬 せん孔細菌病 トレノックスフロアブル500倍液 ７日前 / ５回以内
縮葉病 頂芽へ重点散布

開花期 灰星病 ロブラール水和剤1000倍 前日 / ３回以内

柿 発芽期 越冬病害虫 石灰硫黄合剤 10倍を散布する。
◎機械油乳剤散布後は１か月以上間隔をとる

接木 台木の芽が動き出した頃に行う

らっきょ 上旬 サビ病 ラリー水和剤 2000倍 ７日前 / ３回以内
う ネギアザミウマ ディアナSC 2500倍 前日 / 2回以内

灰色カビ病 カンタスドライフロアブル 1500倍 前日/３回
ネダニ類 ダントツ粒剤 6Kg/10a (大玉)2月末まで/２回以内

(小玉)3月末まで/２回以内

農薬使用については、ＪＡ各経済センター・本店経済課営農指導担当までご相談ください。

【甘藷土壌消毒の実施について】

甘藷のクロルピクリン処理においては、以下の事項を徹底して頂けるようにご協力を
お願いします。
住宅隣接圃場での使用にあたっては周辺住民に連絡し苦情のないよう理解を得て下さ

い。特に民家の周辺１００ｍ以内については風向きを考え、使用上の注意を厳守のうえ

３月１０日までを目処に実施して下さい。

３月中下旬以降においては、気温の低い午前中に実施し、水封等適正な土壌水分に努

めましょう。気温が２０℃を越えそうな場合は作業を中止し見合わせて下さい。


